
展示会訪問・企業分析

DATE CENTER JAPAN（3/24～3/25）、SMART GRID EXPO（3/17～3/19）展示会訪問







売上高888.86億円（5.8％増）、営業利
益80.89億円（11.8％増）

売上高425.17億円（10.1％増）、営業
利益17.73億円（39.1％増）

売上高116.17億円（8.5％増）、営業利
益10.39億円（57.2％増）





1200億円（5.1％増）

590億円（5.2％増）

150億円（4.1％増）



26/3期修正予想比で中期経営計画は3.1％増収、3.4％営業増益で達成、超過達成期待が高まる



26/3期売上高達成見通しで上振れ期待



26/3期上振れ予想で中計も上振れ期待











IOWN APNと画像認識AIにより約300km離れた工場での外観検査に成功
～ローカル環境と同水準のAI外観検査時間を達成～



南海電設とのグループ連携による保守網





5：リユースバッテリー活用でサーキュラエコノミー

使用温度範囲の広いEV蓄電池使用で自然換気の熱対策が可能、空調不要で高効率



6：「プラスチック循環の実証実験（瀬戸市）に参画」

使用済みプラスチックをデジタル技術で分別・回収し、ポリ袋に再生し活用



最高益更新でプライム電機平均PERに対し割安感もあり「ポジティブ」と評価




